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関する関する海岸地形変動海岸地形変動調査調査
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環境土木工学科（平成環境土木工学科（平成1616年度年度～）～）

鹿田研究室では1998年より2005年まで定
期的に年4回、石川県加賀市塩屋・片野海
岸の海岸地形変動調査を実施していました。

2006年からは、能登砂浜海岸11ヶ所にお
ける現在から将来（約5～10年後）にかけ
ての地形変動調査を開始しました。調査方
法は、電子レベル、トータルステーション、
GPSを用いて距離、高低差、勾配を測量し、
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研究室における課外活動

所属学会および主な発表学会
◆日本写真測量学会（JSPRS）
◆地理情報システム学会（GISA）
◆AARS（Asian Association on Remote Sensing）
◆IGARSS（International Geoscience and Remote Sensing Symposium）
◆ISPRS（International Society of Photogrammetry and Remote Sensing）

IGARSS06 in Colorado, Denver全国測量技術大会 展示ブース

得たデータから面積を求
めて平面図、断面図を作
成します。これらの調査
結果は、GISを用いて現
在と将来の海岸地形がど
のように変動したか分析
する予定です。 能登海岸地形調査 in 白尾

研究室の座右の銘は「No Pains, No Gains!!」



◆リアルタイムGISの実現に向けて
大縮尺地図の座標変換方法の提案（研究）

◆空間情報工学を用いた能登海岸の
生態環境変動のための測量調査（課題）

◆GISを用いた
冬季道路事故状況マップ（作品）

◆Web-GISを用いた
犯罪防止マップの提案（研究）

◆Web-GISを用いた災害に関する
相互的情報共有マップの提案（研究）

◆GISを用いた
野生動物対策マップ（作品）

◆三次元解析図化機を用いた
日陰区域シミュレーションマップ（作品）

工学設計工学設計ⅢⅢテーマ例テーマ例

平成16年度 池の平セミナー研修

そして、たまには息抜きも･･･

リアルタイムリアルタイムGISGISを用を用いいたた空間情報社会に空間情報社会に
おけるユニバーサルマップの提案おけるユニバーサルマップの提案

車椅子利用者を対象としたバリアフリー地図更新システム
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いつでも、どこでも、だれでもが
安全、安心、快適に利用可能な歩行者ナビ
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リアルタイムリアルタイムGISGIS実現に向けて実現に向けて
大縮尺地図の座標変換についての研究大縮尺地図の座標変換についての研究

歩行空間 GIS サーバー

地図の即時更新RTK-GPS測量

「リアルタイムGIS」は、測量現場でGPSを用
いて取得した位置データを即時に携帯電話等
の通信手段を用いてGISサーバーに転送して、
背景図や地図データに重ね合わせて即時更新
する技術です。

本研究室では、いつでも、どこでも、だれで
もが利用できるユニバーサルマップの応用研
究を実施しています。研究方法は、RTK-GPS
を車椅子に取り付け、位置情報を測位します。
これにより高精度な位置情報を得ることがで
きます。しかし、GPSを用いても位置情報を
取得することができない場所もあります。

そこで本研究は、これらの問題点を解決する
ために空間情報工学とユビキタスな最新技術
を用いてユニバーサル
マップの実現に向けて
研究を実施しています。

鹿田研究室では、GIS（Geographic Information 
System）、GPS（Global Positioning System）、
RS（Remote Sensing）のいわゆる「3S」技術
のコラボレーションによる空間情報工学につ
いての研究を行っています。
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全国の自治体では大縮尺の図面を用いて、GIS
を整備する動きが急速に高まってきています。
GISを利活用することにより、業務の効率化お
よび経費の削減が期待され、さらにデータの共
有化により住民へのサービスを向上させること
が可能になります。しかし、地図の更新方法に
関しては、確立された手法も運用事例も決定的
に少ないのが現状です。鹿田研究室では「リア
ルタイムGIS」という概念をもとに、RTK-GPS
を用いてベースマップを即時に更新する技術の
確立と、その利活用を目指し、日々実験を行っ
ています。


